
第 一 圃 版 説 明

Lコ 1ガ10)幼晶 に 蝕 害 され た る

毛 布 の -一 部 分√〕

(縮 小)
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第 二 囲 版 紀 明

コ Jf ガ

Tinc()LaI.)ttSelucllnHuml).

1.戚 曲

2･卯L,%羅紗に虞附せられたる継憩1,伊鋸鼻4偶〕し,

3.卯を弧 二廓大して示すし､
㌔

4.融蝕を背面より見た引札

5.桶を斜め側両より見1=る固｣ゝ

6.融 曲 の 兼

7･Lコイガ1幼魚寄生蜂0)劫曲が､｢コ日/J幼魚姫より脱川し

て蛸化の途中にある状態を示す､向って右側の黒褐色となっ

て舞れ吾のがLコイガ10)幼飴である｡､

(札べて廓大〕こ,
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第 三 固 版 散 開

Lコイガ｢幼蝕に触害されたるLラクダ1色毛布

被害rD三様式｡

Llと'31ii,7L'･IL'小､こiLi嶋は'lEFノ()｡
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第 糾 問 版 .稔明

I.Lコiガ1幼曲によr)て触宮裁断された毛糸)

望.圃防色羅紗の上に造られたLコiガ1幼曲の兼｡

3,Lコ1 jIl幼鹿に蝕宵された毛糸巻､)

(1i_三日1諸l;i'Jl､､'lLi少しく齢Lj()U
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｢コ イ ガ｣の生活史 に就 で

山 田 保 治
尊名. Tit-｡OlahiscHi(､11aulmlⅠ).

異名と方言,ヒメキヌホソノ､ヾ､毛綾蛾 ､

分類挙上の位罪､鱗遡目 し叩1'dopt肌 .

コクガ科 T壬mlida∩

(固脱一一･二 ･:-I.･囲蓉ft削

-,分 布

世界共通種として知られ､本邦に於ける詳細なる分紬 こ就ては,未だ充分 わかって唐ない

が､関西地方では最も普通に産して屠る｡,

二,形 態

成 鹿

全勝光揮ある淡次賛色の小蛾であるが､頭部の鱗毛は基肋で策袖色を伸び,嚇角は糸

長 く､複眼は胤 るくて大きく黒色､麹は前後鞘に細長く.後週は前勉より其色彩淡

色､両辺華に線毛長し､静止のときは過を巌背状に藤む.此株はLコイガ1と僻へらる才

個髄によりてLイガ1より大形のものがある､鰭長5JIJ菓6Li1)メ- 1､ル1麹の開銀 10

- トルJ内外C

卵

長桔即捗で襲面に不規則な敵がある､淡輩色を僻むだ白色であるが､多少嵐珠様の光縛凝

って屠る.卵の長羅O.sLミリメ- トル1O

幼 叔

好化常時の幼鳥の頚部は大きくて光輝ある黄褐色､胴部は第日色で細長くて朗部より基隔桃
く魚礁に択白色の細毛を散生して屠る､鱒長 lLミリメー トル-1O

幼轟の充分戚熟せるものは,朗部は光樺ある黄褐色で.其両側に各-個 の-一･文字'秋津

がある､胸部は光樺ある淡洗薬白色で,別に斑紋はないが､食物の漆醍せらるること
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で､幾分種々の色彩を硯はすことがある､胸御報の爪と腰脚及び尾脚端の釣毛は賛褐色で､金

牌に次白色の純毛を散盤して居る｡醒艮6)JJ至7Lミ1)メー トル10

!,JJ 出 LT) 瓜

幼鹿は之れが食物.とする､,毛布､羅紗､基地の毛織物を.吐糸で碩申合せて鼎を造る､鼎の

色軌 忠勤曲の加寄せる物に.よって異なる､帥ち赤判 丁に塵活せるものは赤色の鼎を､漁羅紗を

加害せるものは糸色0)兼を経る,鵜の形は楓筒状で南端多少圃味を珊び､L1i/1新鹿の鼎の如

く親断肋でない､成熟幼鹿の農の長さは11乃至12Lミリメ- トル｢O

踊

鰍 ま細長 く､北洋ある淡英次褐色であるが､複眼と髄の背軌 ま色彩浪く､鰹の腰軌 ま淡色で

金牌に次[_'l色の帥毛を散生 して屠るr鰯角は非常に長 く脚端と共に腰部第七節端近 くまで達
し､辺は之れより造かに短かく･腰部弟五韓端泣くに蓮す,鱗角､地.月肌 の各末端は鰭から遊

粧 して居る､版部背面の鼎二節から弟 ヒ笛に到る基部と､第八節の中間には褐色別宅列生 し､

前者の刺毛は後方に向へども､復啓の刑屯は直立す.而 して第二節に盤ぜる刺毛の数は他のも

のよ匂抱かに少なく､個髄によっで糾然しないものもある､腹部宋餌場は鈍鱗状一己 其左右に

各一個の褐色刺が盤へて居る,鰹長5Lミ1)メー トル1内外｡

三,生 活 史

厳から蛸化する､蛸化は新鹿時代の魔 の中でなすために､其期E)を噺 憩すること困難である

が､蛸の期間は略榛二週間杖と恩はれる､姉は羽化前になると､愉膿の牢ばを糸から腕出して

狽化する､第･-咽 の蛾q)出動 よ五月上旬噴からである,蛾は趨光性がある､従って聴聞燈火に

集まって凍る､変局を終った雌曲は､篭れ 羅紗､毛糸､等の毛の間に一個づ 卵ゝを産み付け

て麗く､卵蒸M的諏悪は､横位なるもの､斜なるもの､縦に差込れまたるが如きもの.直立せ

るが如きものなどもあって.全ト ,様でない｡-一･雌の組産卵教に就ては未だ群紳な調査を快 く

が､観察 した二世の雌のlllで一価 は14個､他の∴肘ま15個を崖むだO卵は二過間伐すると酵化

して鋤轟となる､幼曲は間もなく蝕磐を始め,成長と淋 こ吐糸を以て､噛み切った轟を頼り合

せて胤簡形の展を造 り.此中に亜括しながら加客を過しくするのであるO

幼魚の加軌 朗白め哉胡 rlとひ､次第に奄挽物の地を犯して速には穴を穿ち､賓用慣値を無くし

てしまふ 而 して清浄なものよりも､手垢のついた汚れた物の方が､温かに被害の甚だ しきこ
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記 鍍 説 明､ +成凱 ･卵､ 一幼裁､ ㊥蛸で光り申lこあるも(_,), 下Ju･の斜線助曲加背時期

と.父毛布などが塵まれてある場合､共折れ目は然ちぎる部分よりも被害の多い傾向のあるこ

と等は､Lヒメマルカヅヲブシムシ1の幼晶に於けると同様である｡

羅紗の様な織の比較的帝なもので､轟0)鰻かいものの上に造られた鼎臥 政義で之オLに附着

(第Iig図版2)せられ 毛布の様な轟の非常に長いものに加害せるもので臥 被害の跡は沸或は

穴の様な状態となって､農は其構成は穴に横へられ､羅紗に加害せるものの様に免を奄軌 こ機

附けない,幼曲は泉の中に生活すれども､Liガ｢幼島の如く農を背負ひながら移動すること侶
錦んど見られないO

斯様にして七月中旬頃になると､幼曲は殆んど成熟する､大普くなりきった幼曲は苑の申

婦となる､蛸の期間は十日乃至二通間伐で,羽化前に輔鰹の寧ばな廉外に脱出すること

に前に述べた.弟二回の蛾の出現は八月上中旬唱からで､羽化した蛾は間もなく交尾し

産み､押化した幼鳥は再び加害を始め.成長と-jlIに鵜を遣り､十一月上旬頃に到れば池

降と共に､活動在中lLして.幼曲のまま農のrPで越年して､又紫苑加峯を繰り返すの一

四,被 害

幼糸が壬として加害するのは､領布､羅紗,毛甑､毛糸､Lモス1)ン1の頼であるが.中で

宅舶ま鞘 こ被害が甚だしい､而して鰹取 舵魚頻､に加客することは殆んど見られない｡

瓦,Lコイガ1幼蝕の寄生蜂

昭和十三咋五月ニ トL-HLコイガ｢幼鼻を飼育して居るものの中に, 一価 の不括頑な新鹿を秘

めたので､ 之を別の容掛 こ入れて逝いた嵐 同年五月三十日に到って.寄生蜂の幼塾が ∵偶

Lコイガ1幼晶の皮膚を触ひ破って脱出した､其幼品は金牌淡輩白色で､醍長2い 1)メー ト ル｢

あった､此新曲は貯らくすると吐糸を以て白色の不完全な薄い蘭を造って,同年六月二別耐b
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のために脱皮を始め11が.脱皮は基準ばで停l】･..蓮に基億艶れてしまった,斯のために種名

の推定は出水なかった.端麗噂の幼轟が脱出すると､宿主であるLコイガ1幼塵の髄は次第に乾

結びた様になって艶れてし患つ1こ｡此寄生蜂は宿三l=:価 に射して一･世事生して居た. (附励寓

嵐は蘭から取り出して,師化の1こめ脱皮の途中にあるものを富したのである)L‥～

記職を終るに借って鹿野粥斌氏が､研究材料の米菓に-∴かならぬ便宜を典へられたる厚意に

掛しては熟む感謝の悪を袈する次第である､偶は又松尾莱IiEI邸氏よ6)富嵐につきて多大なる助

力を帝たることは.余の深く感銘する鹿であるC,

L=]iガ｢に 陳 す る 文 献
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199指.
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61北 隆 能 膝用動物圃鑑､509罰､L昭抑T7-.年11ILltqO･
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9･岩 田 項 三 宅斯軸品の貿塊と其駆除法(-J),科礎工梁終八巻賂七班99JllLd貰L昭和八年1

193;･1.

1()･桑 名 伊 之 宥 恕商家魔の審鵜と其防除､ll O Ml11異､L昭和九年11'L舶 ･

ユ1･相弔被服木随 宅織物の軍政と其防除方法､獲行年月不評｡, L終り1


